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発表内容

１．リスクセンス診断支援企業の進捗状況

２．「2020 ケミカルマテリアルJapan」への出展の結果報告

３．不祥事事例の解析

４．三菱UFJ信託財団からの助成研究



１．リスクセンス診断支援企業の進捗状況（10月度報告の以降）

支援案件は次の3件
・ダイダン社 （第2回 714人） 受検結果解析、報告書作成
・アデカ （第2回 236人） 受検結果解析、報告書作成
・小島化学薬品（205人） 受検結果解析、報告書作成

２．「2020 ケミカルマテリアルJapan」出展結果

主催 化学工業日報 期間 10月19日～11月18日
梅里さんの動画をはじめとして５つの動画を作成し出展しました。

リスクセンス研究会ブースへの来場者数 1079人
5本の動画 総閲覧者数 486人
DFリスクセンス推進研究会 動画閲覧者 101人

検討課題 ： 来場された方へのお礼とリスクセンス診断システムのご説明



３．不祥事事例の解析

目的 ： 事故・不祥事の主たる原因は組織にある。（リスクセンス診断システムの前提）
当該不祥事の組織原因はどこにあるかの解析とLCB11項目が正しいかの検証を行う。

Zoom会議にて開催
・ 11月19日（木）産業廃棄物業者の不法投棄事例（2007年発生） 濵名均様 （DF会員）
・ 12月2日（水） スルガ銀行不正融資事例（2014年発生） 猿渡様 （RS研会員）

４．三菱UFJ信託財団からの助成研究の支援

助成金額 170万円（2020年度）
担当作業 組織向けのリスクセンス診断シートの見直し作業

個人向けのリスクセンス診断シートの見直し作業
2021年3月末を目標に作業を進行中

OneDrive「リスクセンス」にも、多くの情報が集積されつつあります。
多くの皆様のリスクセンス推進研究会へのご加入をお待ちしています。


